
春のおで け～日野巡り～か
　日野町には国や県の文化財に登録されているものをはじめ、多くの素晴らしい観光スポットがあります。
　特に春は各地でお祭りが催されたり、花の町日野を代表する花が咲き誇ったりと日野町を満喫できる季
節です。
　今年の春は、ぜひ日野町内の観光スポットを訪れてみてはいかがですか？

−

8
5
0
年
の
歴
史
と
伝
統−

日
野
祭
（
５
月
２
日
、３
日
）

宵 

祭

　

2
日
は
宵
祭
。
夕
暮
れ
か
ら
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

を
灯
し
た
曳
山
が
町
へ
繰
り
出
し
、

山
倉
の
前
や
札
の
辻
（
大
窪
地
先
）、

日
野
ま
ち
か
ど
感
応
館
前
な
ど
に
集

ま
っ
て
お
囃は

や

子し

が
演
奏
さ
れ
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
恒
例
と
な

っ
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
わ
れ
ま

す
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
曳
山
の
幻

想
的
な
風
景
や
町
に
響
き
渡
る
祭
囃

子
の
音
色
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

本 

祭

　

3
日
は
本
祭
。「
芝し

ば

田で
ん

楽が
く

」
が
午

前
8
時
半
ご
ろ
に
綿
向
神
社
へ
宮
入

し
、
続
い
て
神し

ん

幣ぺ
い

や
神み

輿こ
し

、
曳
山

も
次
々
に
宮
入
し
て
昼
ご
ろ
ま
で
に

は
十
数
基
の
曳
山
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま

す
。「
芝
田
楽
」
と
は
、
3
人
の
神か

み

子こ

を
警
護
す
る
神し

ん

調ち
ょ
う

社し
ゃ

と
い
う
一
団

の
呼
称
で
す
。
締
め
太
鼓
を
轟
か

せ
、
1
0
0
名
ほ
ど
の
芝
田
楽
が

大
通
り
を
行
く
姿
は
見
応
え
が
あ
り

ま
す
。

お祭り
　

８
５
０
年
の
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
日
野
祭
。
馬う

ま

見み

岡お
か

綿わ
た

向む
き

神じ
ん

社じ
ゃ

の
春
の
例
大
祭
で
あ
る
日
野
祭
は
、湖
東
地
域
最
大
の
お
祭
り
で
、

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
日
野
祭
の
見
ど
こ
ろ
】

●
神
子
・
神
調
社
の
宮
入

　
（
7
時
～
8
時
30
分
ご
ろ
）

　

日
野
町
特
有
の
桟
敷
窓
の
町

並
み
と
と
も
に
楽
し
め
ま
す
。

●
曳
山
宮
入

　
（
11
時
ご
ろ
ま
で
）

　

絢け
ん

爛ら
ん

豪ご
う

華か

な
曳
山
が
綿
向
神

社
に
大
集
結
。
曳
山
の
「
見
送

り
幕
」
や
「
彫
刻
」
は
重
要
美

術
品
に
匹
敵
す
る
も
の
も
多
く
、

一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。

●
渡と

御ぎ
ょ

出
発

　
（
11
時
30
分
ご
ろ
）

　

綿
向
神
社
か
ら
神
子
を
先
頭

に
芝
田
楽
や
神
輿
な
ど
が
行
列

と
な
り
、
御お

旅た
び

所し
ょ

で
あ
る
雲ひ

ば
り雀

野の

へ
出
発
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、

曳
山
か
ら
の
祭
囃
子
や
神
輿
の

男
衆
の
威
勢
の
良
い
掛
け
声
等

が
響
き
、
境
内
は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
す
。
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【
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
り
の
特
色
】

・
南
山
王
祭
と
井
林
神
社
で
は

　

ホ
イ
ノ
ボ
リ
の
下
で
料
理
を
囲
ん

で
に
ぎ
や
か
に
会
食
を
楽
し
み
ま
す
。

・
日
枝
神
社
と
比
都
佐
神
社
で
は

　

ホ
イ
ノ
ボ
リ
と
一
緒
に
御
旅
所
へ

御
渡
り
し
ま
す
。

・
長
寸
神
社
と
大
屋
神
社
で
は

　

両
神
社
間
で
氏
子
が
御
渡
り
し
ま

す
が
、
ホ
イ
ノ
ボ
リ
は
そ
れ
ぞ
れ
の

境
内
に
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
八
千
鉾
神
社
で
は

　

宵
宮
か
ら
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ホ
イ
ノ
ボ
リ
の
形
も
神
社
に
よ
っ

て
違
い
、
大
き
さ
も
3
メ
ー
ト
ル
程

か
ら
10
メ
ー
ト
ル
程
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
大
屋
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
ホ

イ
ノ
ボ
リ
が
一
番
大
き
く
、
11
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

南
山
王
祭
（
4
月
4
日
）

　

大
窪
に
あ
る
日
枝
神
社
（
通
称
南
山

王
さ
ん
）
の
春
祭
り
。
県
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
で
あ
る
美
し
い
ホ
イ
ノ
ボ
リ

が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
次
の
町

内
6
つ
の
神
社
で
も
ホ
イ
ノ
ボ
リ
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。

●
日
枝
神
社　
（
4
月
10
日
小
井
口
地
先
）

●
井
林
神
社　
（
4
月
12
日
松
尾
地
先
）

●
比
都
佐
神
社（
4
月
14
日
十
禅
師
地
先
）

●
長
寸
神
社　
（
4
月
17
日
中
之
郷
地
先
）

●
大
屋
神
社　
（
4
月
17
日
杉
地
先
）

●
八
千
鉾
神
社（
5
月
1
日
三
十
坪
地
先
）

ホイノボリ

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
日
野
観
光
協
会

　
☎
0
7
4
8

−

5
2

−

6
5
7
7

正
法
寺
の
藤

　
（
5
月
上
旬
～
中
旬
）

　

藤
の
寺
の
名
前
で
親
し
ま
れ
る
鎌

掛
の
正
法
寺
。
重
要
文
化
財
の
石
造

宝
塔
や
、芭
蕉
の
句
碑
等
と
一
緒
に
、

3
0
0
年
の
歳

月
を
経
た
見
事

な
花
房
が
楽
し

め
ま
す
。

お花

あそぶ

（
4
月
下
旬
～
5
月
上
旬
）

　

し
ゃ
く
な
げ
は
高
山
植
物
で
、
普

通
は
標
高
8
0
0
～
1,
0
0
0

メ
ー
ト
ル
の
高
山
に
自
生
し
て
い
ま

す
が
、
鎌
掛
谷
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群

落
は
低
地
に
群
生
し
て
お
り
大
変

珍
し
い
こ
と
か

ら
、
昭
和
6
年

に
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

日
野
町
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
一
つ
。
県
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
き
れ
い
な
花
や
中
世
ド
イ
ツ

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
街
並
み
を
楽
し
み

に
訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
3
月
に
巨
大
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
『
ア
ル
プ
ス
ジ

ム
』
が
誕
生
。
ア
ル
プ
ス
ジ
ム
は
高

さ
17
m
と
西
日
本
最
大
級
の
規
模

を
誇
り
ま
す
。
4
層
構
造
に
な
っ
て

お
り
、
本
格
的
な
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や

自
転
車
で
一
本
橋
を
渡
る
な
ど
72
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
番
上
に
は
展
望
台
も
あ
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
大

注
目
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

滋
賀
農
業
公
園
ブ
ル
ー
メ
の
丘

　

☎
0
7
4
8

−

5
2

−

2
6
1
1

天
然
記
念
物

鎌
掛
谷
ホ
ン

シ
ャ
ク
ナ
ゲ

群
落

滋
賀
農
業
公
園

ブ
ル
ー
メ
の
丘
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